
　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
火
を
取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
空
気
も
乾
燥
し
て
く
る
た
め
、
例
年
、
火
の
取

り
扱
い
の
不
注
意
に
よ
る
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
全
国
統
一
標
語
『
消
し
た
は
ず 

決
め

つ
け
な
い
で 

も
う
一
度
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

●
住
宅
防
火
対
策

●
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

●
特
定
防
火
対
象
物
に
お
け
る
防
火
安
全
対
策
徹
底

●
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

を
重
点
目
標
と
し
、
11
月
９
日
～
15
日
ま
で
秋
の
火
災

予
防
運
動
を
行
な
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
の
死
者
数
は
、
建
物
火
災

全
体
の
約
９
割
を
占
め
、
主
な
原
因
は

「
逃
げ
遅
れ
」
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
新
築

住
宅
は
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
、
全

国
一
斉
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
も
、
石
岡
市
火
災
予
防
条
例
の

施
行
に
よ
り
平
成
23
年
６
月
１
日
か

ら
、
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
（
煙
感
知
器
）
の
設
置
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。早
め
に
設
置
く
だ
さ
い
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
義
務

化
に
伴
い
、
県
内
で
も
訪
問
販
売
な
ど

不
適
正
販
売
の
事
例
が
見
ら
れ
ま
す
。

消
防
署
で
は
一
切
の
販
売
や
斡あ

っ
せ
ん旋

は
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
願
い
ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
消
防
署 

☎
２
３
・
０
１
１
９　

八
郷
消
防
署 

☎
４
３
・
６
４
９
１

消
し
た
は
ず 

決
め
つ
け
な
い
で 

も
う
一
度

11
月
９
日
～
15
日　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

【
四
つ
の
対
策
】

　

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

　

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

ン
は
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

　

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

　

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

ポイント

４
ポイント

５
ポイント

６
ポイント

７

火
災
か
ら
命
を
守
る

住
宅
用
火
災
警
報
器

【
三
つ
の
習
慣
】

　

寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

　

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

　

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

ポイント

１
ポイント

２
ポイント

３

購入の目安
（NS マーク）

住宅防火 いのちを守る 七つのポイント

　市では、東日本大震災で被災して市内の民間賃
貸住宅を借りている人に対し、市が代わって契約
することにより、東日本大震災に係る応急仮設住
宅として提供することになりました。該当する人
は連絡願います。

対象者・条件
●岩手県・宮城県・福島県の人
　★住家が全壊・全焼・流失した人、または、原発
　 事 故 に よ る 避 難 指 示 に よ り 避 難 が 必 要 な 人。
　（福島県からの自主避難者を含む）
　★自らの資力では、契約の継続が困難な人。
●茨城県内および市内の人
　★住家が全壊・全焼・半壊（解体が条件）・流
　失した人。
　★自らの資力では、契約の継続が困難な人。　
　※親族宅などに避難をしている人で、新たに賃
　貸住宅を借りる場合も該当します。
●問い合わせ
　建築住宅指導課　☎ 23-1111（内線 424）

東日本大震災で被災し
市内の民間賃貸住宅を借りている人へ

　

家
庭
内
の
問
題
、
虐
待
、
Ｄ

Ｖ
、
い
じ
め
、
い
や
が
ら
せ
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
や
差
別

的
扱
い
な
ど
、
人
権
問
題
に
か

か
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁

護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
25
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　

八
郷
総
合
支
所
３
階
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
４
４
）

気
軽
に
相
談
を
！

特
設
人
権
相
談
所

11
月
25
日

住宅用火災警報器
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東
田
中
の
岡
田
泰
典
さ
ん

空
手
の
世
界
大
会
で
優
勝

▲金メダルを胸に優勝報告に訪れた岡田さん（市役所）

　

タ
イ
の
パ
タ
ヤ
で
８
月
18
日
か
ら

石
中
を
卒
業
。
水
城
高
校

と
千
葉
工
大
で
は
、
空
手

部
に
所
属
。
卒
業
後
は
、

家
業
の
製
作
所
で
働
き
な

が
ら
、
空
手
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

岡
田
さ
ん
は「
今
後
も
、

空
手
で
大
き
な
舞
台
に
立

て
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
。
今
は
、
３
年
後
に

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
開
催

さ
れ
る
世
界
大
会
を
目
指

し
て
が
ん
ば
り
た
い
」と
、

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
岡
田
さ
ん
の
活

躍
が
、
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲十二座神楽の合間に奉納される巫女舞

柿
岡
八
幡
神
社
で

　
　

太
々
神
楽
が
奉
納

　

９
月
11
日
と
12
日
、
柿
岡
の
八
幡

神
社
で
、
地
元
の
保
存
会
に
よ
り

太だ
い
だ
い
か
ぐ
ら

々
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
こ
の
神
楽
は
、
毎
年
中
秋

の
名
月
の
夜
と
そ
の
前
夜
に
行
わ
れ

て
お
り
、
地
元
で
は
「
ジ
ャ
カ
モ
コ

ジ
ャ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
午
後
７
時
か
ら
11
時
過

ぎ
ま
で
、
天て

ん
こ狐

・
種た
ね
か
し稼

の
舞
、
猿
田

彦
な
ど
の
十
二
座
神
楽
と
、
巫み

こ
ま
い

女
舞

が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

神
楽
の
合
間
に
は
、
餅
ま
き
が
行

わ
れ
、境
内
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、

縁
起
が
い
い
と
い
わ
れ
る
餅
を
拾
い

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
土
橋
町
の
獅
子
頭
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

作
成
し
、
９
月
１
日
か
ら
交
付
（
今

回
は
50
㏄
以
下
の
原
付
バ
イ
ク
の

み
）
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
た
交
付

式
で
、
大
谷
津
の
大
関
祐
一
さ
ん
が

市
長
か
ら
最
初
に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
日
は
、

１
日
で
40
枚
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

が
、
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
獅
子
頭
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
は
、
市
の
動
く
広
告
塔
と
し
て
市

の
Ｐ
Ｒ
と
知
名
度
ア
ッ
プ
に
貢
献
し

ま
す
。

▲ナンバープレートを最初に交付された大関さん

21
日
に
、
世
界
48
か
国
か
ら
８
５
６

人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
「
第
12

回
船
越
義
珍
杯
争
奪
世
界
空
手
道
選

手
権
大
会
」
で
、
東
田
中
の
岡
田
泰

典
さ
ん
（（
社
）
日
本
空
手
協
会 

石

岡
支
部
指
導
員
）
が
団
体
組
手
で
見

事
優
勝
を
果
た
し
、
９
月
６
日
に
市

長
に
優
勝
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

岡
田
さ
ん
が
空
手
を
始
め
た
の

は
、
小
学
１
年
生
の
時
。
近
く
の
体

育
館
で
道
着
を
着
て
練
習
し
て
い
る

の
を
見
て
、
入
門
し
た
と
の
こ
と
。

実
は
こ
の
時
、
柔
道
と
勘
違
い
し
て

い
た
の
だ
と
か
…
。
市
内
の
南
小
、

獅
子
頭
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
の
交
付
開
始

歩
道
橋
等
の
工
事
完
成
で

児
童
の
登
下
校
が
安
全
に

　

東
小
付
近
の
国
道
６
号
に
架
か
る

東
大
橋
歩
道
橋
（
旭
台
一
丁
目
）
の

階
段
の
架
け
替
え
と
道
路
の
拡
幅
工

事
が
、
７
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
歩
道
橋
の
階
段
部
分
が

道
路
に
は
み
出
し
て
危
険
だ
っ
た
た

め
、
国
土
交
通
省 

常
陸
河
川
国
道

事
務
所
が
、
昨
年
の
12
月
に
階
段
架

け
替
え
の
工
事
を
開
始
。
ま
た
、
こ

れ
に
伴
っ
て
、
市
で
も
３
月
か
ら
歩

道
の
拡
幅
と
歩
道
の
整
備
を
行
っ
て

い
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
工
事
の
完
成
に
よ
り
、
歩
行

者
と
車
の
往
来
が
分
離
さ
れ
、
東
小

の
児
童
や
付
近
住
民
が
、
安
全
に
通

行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▲工事が完成した歩道橋の階段とその周辺
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県
と
合
同
で
林
野
火
災

消
防
訓
練
を
実
施

　

９
月
14
日
、
八
郷
総
合
運
動
公
園

で
、
八
郷
消
防
署
と
県
消
防
防
災
航

空
隊
が
合
同
で
、
林
野
火
災
を
想
定

し
た
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
消

火
訓
練
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
大
規
模
な
林
野
火

災
が
発
生
し
た
際
、
市
と
県
が
連
携

し
て
延
焼
を
防
ぎ
、
迅
速
な
消
火
を

行
う
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
多
目
的
広
場
内
に
特
設

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置
。
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
プ
ー
ル
の
水
を
給
水
し
た

ス
ー
パ
ー
バ
ケ
ツ
を
吊
り
下
げ
、
林

▲散水する防災ヘリコプター
Ｅ
Ｍ
だ
ん
ご
で

柏
原
池
の
水
質
浄
化
を

野
火
災
地
に
想
定
し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
に
、
数
回
に
わ
た

り
散
水
し
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
に
、
田
能
八
郷
消
防

署
長
は
「
今
後
も
、
県
と
の
連
携
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
林
野
火
災
の

早
期
発
見
と
迅
速
な
消
火
に
向
け
、

努
力
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。　

東
日
本
大
震
災
へ
の
寄
付
な
ど

災
害
へ
の
支
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●
日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支
部
へ

・
斉
藤
病
院 

患
者
・
職
員
一
同

・
茨
石
商
事
（
株
）

●
市
へ
の
寄
付
金

・
東
地
区
公
民
館
同
好
友
の
会
一
同

●
市
の
被
災
者
へ
の
義
援
金

・
茨
石
商
事
（
株
）

　

９
月
７
日
、
柏
原
池
公
園
で
光
風

荘
の
入
所
者
と
職
員
33
人
、
施
設
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
６
人
、
石
岡
市
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
会
員
46
人
が
、

▲池にＥＭだんごを投げ入れる参加者

　

９
月
５
日
、加
波
山
で
恒
例
の「
き

せ
る
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
祭
り
を
見
よ
う
と
、
市
内
外
か
ら

多
く
の
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
や

見
物
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
葉
タ
バ
コ
耕
作
者

や
関
係
者
が
、
今
年
の
収
穫
に
感
謝

▲巨大キセルを担ぐ耕作者ら

＊
10
月
４
日
現
在

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

巨
大
キ
セ
ル
を
担
い
で

奉
納
「
き
せ
る
祭
」

　

８
月
30
日
か
ら
９
月
４
日
ま
で
、

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
で
八
郷
硯
友
会

書
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
会
員
と
小
中
学
生
の

　

最
近
で
は
、
公
園
の
利
用
者
に
も

活
動
が
理
解
さ
れ「
悪
臭
や
藻
が
減
っ

て
き
た
よ
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
と
の
こ
と
。
光
風
荘
の
担

当
者
は
、
今
後
も
こ
の
活
動
を
継
続

し
、
環
境
美
化
を
通
じ
て
社
会
貢
献

を
し
て
い
き
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

Ｅ
Ｍ
だ
ん
ご
１
５
０
０
個
の

投
げ
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
柏
原
池
の
水
質

浄
化
の
た
め
、
光
風
荘
が
平

成
22
年
８
月
か
ら
毎
月
１
回

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
は
、
柏
原
池
公
園
の

里
親
で
あ
る
こ
と
や
、
毎
週

水
曜
日
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
を
し
て
い

る
縁
で
、
光
風
荘
の
こ
の
活

動
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

し
、
来
年
の
豊
作
を
祈
っ
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
長
さ
２
・
５
ｍ
、
重

さ
60
㎏
の
巨
大
な
キ
セ
ル
を
、
耕

作
者
ら
が
交
替
で
担
ぎ
、
急
な
山

道
を
登
っ
て
山
頂
の
た
ば
こ
神
社

へ
奉
納
し
ま
し
た
。

　

神
事
の
後
、
耕
作
者
ら
は
奉
納

し
た
キ
セ
ル
で
一
服
し
、
来
年
の

豊
作
を
祈
り
ま
し
た
。

八
郷
硯
友
会
書
展
に

　

２
５
０
作
品
が
展
示

作
品
お
よ
そ
２
５
０
点
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

期
間
中
、
多
く
の
人
が
会
場
を
訪

れ
、
展
示
さ
れ
た
作
品
を
熱
心
に
鑑

賞
し
て
い
ま
し
た
。

▲展示された書を鑑賞する来場者（中央公民館）
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●
児
童
扶
養
手
当
の

　

支
給
対
象
と
な
る
児
童

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
て
い
る

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
て
い
る

③
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
害
の
状

態
に
あ
る

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い

⑤
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
、
１
年

以
上
遺
棄
し
て
い
る

⑥
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
、
１
年

以
上
刑
務
所
な
ど
に
拘
禁
さ
れ
て
い

る⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
産
し

た⑧
母
が
児
童
を
懐
胎
し
た
当
時
の
事

情
が
不
明
で
あ
る

●
児
童
扶
養
手
当
が

　

支
給
さ
れ
な
い
場
合

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と

き②
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
き

③
遺
族
補
償
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
き

④
児
童
福
祉
法
上
の
里
親
に
委
託
さ

れ
て
い
る
と
き

⑤
父
ま
た
は
母
の
配
偶
者
（
事
実
上

婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
場

合
も
含
む
）
に
養
育
さ
れ
て
い
る
と

き⑥
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る

な
ど

◆
募
集
人
員　

　

被
保
険
者
代
表
委
員　

２
人　
　

◆
応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
石
岡
市
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
で
、
任
期
中
満
20
歳
以

上
74
歳
以
下
の
人
。

　

ま
た
、
平
日
開
催
す
る
会
議
に
出

席
で
き
る
人
。

　

た
だ
し
、
市
議
会
議
員
、
市
監
査

委
員
、常
勤
の
公
務
員
は
除
き
ま
す
。

◆
任
期　

平
成
23
年
12
月
１
日
か
ら

平
成
25
年
11
月
30
日
ま
で
の
２
年
間

◆
応
募
方
法

❶
応
募
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
意
見
や

応
募
の
動
機
に
つ
い
て
、
４
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
た
作
文
。（
様
式
は

任
意
）

　

児
童
扶
養
手
当
の
認
定
者
は
、
毎
年
８

月
に
現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

現
況
届
が
未
提
出
の
場
合
は
、
支
払
い

が
一
時
停
止
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
受
給

資
格
を
喪
失
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
な
ど

●
手
当
の
支
給
額

【
全
部
支
給
の
場
合
】

　

対
象
児
童
数　
　

月
額
支
給
額

　

１
人　
　
　
　

４
万
１
５
５
０
円

　

２
人　
　
　
　

４
万
６
５
５
０
円

　

３
人　
　
　
　

４
万
９
５
５
０
円

※
３
人
目
以
降
は
３
０
０
０
円
ず
つ

加
算
さ
れ
ま
す
。

【
一
部
支
給
の
場
合
】

　

一
部
支
給
の
手
当
額
は
、
月
額

４
万
１
５
４
０
円
か
ら
９
８
１
０
円

ま
で
細
か
く
設
定
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
６
３
）

に
よ
り
、
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
と
も
に

し
て
い
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭

（
ひ
と
り
親
家
庭
）
に
対
し
、
児
童
の
健

や
か
な
成
長
を
願
っ
て
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
に
よ
り
支
給
制
限
が
あ

り
ま
す
。

提
出
し
ま
し
た
か
？　

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

国民健康保険運営
協議会委員に
応募を！

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
は
、
国

民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す
る
重

要
事
項
を
審
議
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ

て
い
る
機
関
で
す
。
学
識
経
験
者
、
被

用
者
保
険
代
表
者
、
医
師
、
歯
科
医
師
、

薬
剤
師
、
被
保
険
者
代
表
な
ど
16
人
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
被
保
険

者
代
表
委
員
２
人
を
募
集
し
ま
す
。

・
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日
・

連
絡
先
・
電
話
番
号
・
職
業
を
記
載

し
た
も
の
。

❷
応
募
先

保
険
年
金
課
へ
持
参
ま
た
は
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

❸
応
募
締
切

11
月
22
日
（
火
）

・
持
参
は
午
後
５
時
15
分
ま
で

・
郵
送
は
当
日
消
印
有
効

◆
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
役
所　

保
険
年
金
課
（
国
保

担
当
）

〒
３
１
５-

８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
６
１
）
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☀
受
付
期
間

・
11
月
１
日
（
火
）
～
12
月
９
日
（
金
）

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。

　

受
付
期
間
以
降
も
入
所
を
受
け
付

け
ま
す
が
、
期
間
内
に
申
し
込
み
を

し
た
人
か
ら
保
育
所
（
園
）
の
状
況

に
応
じ
て
、入
所
の
選
考
を
し
ま
す
。

☀
受
付
時
間

・
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

☀
受
付
場
所　

・
市
役
所 

こ
ど
も
福
祉
課

・
八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

※
認
定
こ
ど
も
園
「
こ
と
り
の
森
保

育
園
」
は
、
11
月
30
日
（
水
）
ま
で

に
直
接
、園
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☀
入
所
基
準

　

次
の
い
ず
れ
か
の
事
情
に
よ
り
、

保
護
者
が
保
育
で
き
な
い
場
合
に
限

り
ま
す
。

・
昼
間
、
家
庭
外
で
仕
事
を
し
て
い

る・
昼
間
、
家
庭
内
で
日
常
の
家
事
以

外
の
仕
事
を
し
て
い
る（
内
職
・
自
営
）

・
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
も
な
い

・
疾
病
ま
た
は
、
精
神
・
身
体
に
障

が
い
を
有
し
て
い
る

・
疾
病
ま
た
は
、
精
神
・
身
体
に
障

が
い
を
有
す
る
同
居
の
親
族
を
常
時

介
護
し
て
い
る

・
そ
の
他
、
保
育
の
で
き
な
い
事
情

が
あ
る

☀
入
所
選
考
方
法

　

書
類
審
査
で
、
保
育
の
必
要
度
の

高
い
人
か
ら
入
所
承
諾
に
な
り
ま

す
。

☀
入
所
申
込
書

・
市
立
保
育
所
・
私
立
保
育
園
の
申

込
書
は
、
11
月
１
日
（
火
）
か
ら

市
役
所 

こ
ど
も
福
祉
課
、
八
郷
総

合
支
所 

市
民
窓
口
課
と
各
保
育
所

（
園
）
で
配
布
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

・
認
定
こ
ど
も
園
「
こ
と
り
の
森
保
育

園
」
の
申
込
書
は
、園
で
配
布
し
ま
す
。

●
市
立
保
育
所
（
認
可
保
育
所
）

保
育
所
名

 

定
員
（
人
）

第
１
保
育
所

　
　
　

60

第
２
保
育
所

　
　
　

60

園
部
保
育
所

　

１
１
０

み
な
み
保
育
所

　

１
４
０

や
さ
と
中
央
保
育
所
　

１
２
０

●
認
定
こ
ど
も
園

（
認
可
保
育
所
／
幼
保
連
携
型
）　

保
育
園
名

 

定
員
（
人
）

こ
と
り
の
森
保
育
園
　
　
　

60

●
私
立
保
育
園
（
認
可
保
育
所
）

保
育
園
名

 

定
員
（
人
）

石
岡
明
照
保
育
園

　
　
　

45

泉
ヶ
丘
保
育
園

　

１
２
０

国
分
台

　
　

ふ
た
ば
保
育
園
　

２
０
０

ひ
か
り
保
育
園

　

１
８
０

わ
か
く
さ
保
育
園

　
　
　

80

し
ら
ゆ
り
保
育
園

　
　
　

60

そ
と
の
保
育
園

　
　
　

60

石
岡

　

ひ
ま
わ
り
保
育
園
　
　
　

45

り
ん
り
ん
保
育
園	

　
　
　

60

☀
問
い
合
わ
せ　
　

こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
７
３
）

HP

http://w
w

w
.city.ishioka.

lg.jp/

保
育
所
（
園
）
の

新
入
児
受
け
付
け
開
始

平成 24 年度
●
市
立
保
育
所
●
認
定
こ
ど
も
園
●
私
立
保
育
園

11
1

12
9～

平
成
24
年
度

市
立 

東
幼
稚
園

　

東
幼
稚
園
で
は
、
平
成
24
年
度
の

園
児
を
募
集
し
ま
す
。

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
に
な

り
ま
す
の
で
、
入
園
を
希
望
す
る
人

は
、
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

♥
受
付
期
間　

11
月
１
日
（
火
）
～

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

※
受
け
付
け
は
、
土
・
日
・
祝

日
を
除
き
ま
す
。

♥
募
集
人
数

♥
申
込
方
法　

入
園
願
書
に
記
入
の

う
え
、
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
願
書
は
、
東
幼
稚
園
と
教
育
総
務

課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
city.ishioka.lg.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

♥
保
育
料　

・ 

月
額
５
０
０
０
円
（
平
成
23
年
度
）

・
入
園
料
は
無
料
で
す

・
バ
ス
送
迎
料
（
希
望
者
の
み
）

　
　

月
額
１
５
０
０
円

♥
指
導
方
針　

文
部
科
学
省
幼
稚
園

教
育
要
領
に
基
づ
く
指
導

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

♥
問
い
合
わ
せ

市
立
東
幼
稚
園
☎
２
６
・
２
３
１
２

対
象
者

募
集

人
数

１
年

保
育
平
成
18
年
４
月
２
日
～

平
成
19
年
４
月
１
日
生

25

２
年

保
育
平
成
19
年
４
月
２
日
～

平
成
20
年
４
月
１
日
生

35

11
月
１
日
～

園
児
募
集

クラフトフェア
やさと 開催

18 金・19 土・20 日11

日時　11 月 18 日（金）～ 20 日（日）
　　　午前９時～午後４時
＊ 18 日、午後４時から夜祭＆交
流会を開催
＊ 20 日は午後２時 30 分に終了
場所　石岡市大増地区内ハングラ
イダー着陸場（大増多目的セン
ター前）・駐車場約 100 台駐車可
主な内容　
・こだわりのもの作り・有機野菜
市場・ハンググライダー大会・ス
テージ（和太鼓、フォルクローレ
他）・カラオケ大会
問い合わせ
　2011 やさとクラフトフェア
　　実行委員長　久保田 誠
　　☎ 43-1844

受付期間
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「
石
岡
の
お
ま
つ
り
」
が
、
９
月

17
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
、
市
街

地
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
正
式

に
は
、
常ひ

た
ち
の陸
國く
に
そ
う
し
ゃ
ぐ
う
た
い
さ
い

總
社
宮
大
祭
と
い
う

こ
の
祭
り
に
、
県
内
外
か
ら
40
万
人

も
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
華

麗
な
山
車
や
勇
壮
な
幌
獅
子
な
ど

四
十
四
台
が
市
内
を
練
り
歩
き
、
市

街
地
は
祭
り
一
色
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
石
岡
市
暴
力
団
排
除
条

例
」が
施
行
さ
れ
て
初
め
て
の
祭
礼
。

初
日
、
駅
前
で
暴
力
団
排
除
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
終
了
時
間
が
通
常
よ
り
30

分
繰
り
上
げ
ら
れ
、
９
時
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

　

初
日
の
17
日
は
、
神じ

ん
こ
う
さ
い

幸
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
午
後
２
時
の
花
火
を
合

図
に
、
總
社
宮
か
ら
ご
神
体
を
の
せ

た
神
輿
が
、富
田
の
さ
さ
ら
と
土
橋
・

仲
之
内
の
獅
子
を
露
祓は

ら
い
に
し
て
、

供ぐ

ぶ奉
行
列
を
組
み
、
年
番
の
土
橋
町

の
御お

か
り
や
仮
殿
へ
渡と
ぎ
ょ御
し
ま
し
た
。

　

18
日
の
大た

い
さ
い祭

に
は
、
總
社
宮
境
内

で
奉
納
相
撲
（
県
高
等
学
校
相
撲
選

手
権
）
が
行
わ
れ
、神
楽
殿
で
は
「
浦

安
の
舞
」
や
「
染
谷
十
二
座
神
楽
」

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内

で
は
幌
獅
子
パ
レ
ー
ド
や
山
車
パ

レ
ー
ド
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
集
ま
っ

た
大
勢
の
見
物
客
か
ら
は
歓
声
と
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

19
日
の
還か

ん
こ
う
さ
い

幸
祭
に
は
、
年
番
町
の

御
仮
殿
か
ら
、
ご
神
体
が
供
奉
行
列

で
總
社
宮
へ
渡と

ぎ
ょ御

し
ま
し
た
。
神
輿

が
總
社
宮
の
本
殿
に
着
く
と
、
還
幸

祭
が
行
わ
れ
、
年
番
が
土
橋
町
か
ら

金
丸
町
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

３
日
間
で
40
万
人

お仮殿へ向かう神輿

来年の年番金丸町の山車 露払いの冨田町のささら道案内の猿田彦

まつりの華「金棒引き」



山車パレード

奉納相撲再起の文字を掲げた中町の山車

今年の年番土橋町の幌獅子

染谷十二座神楽の奉納幌獅子パレード

暴力団排除キャンペーン

總社宮入口


